
日本語の比較研究から
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(1 ) 

日本語のヒ ト五t ö r人」は重要な単語である。

日本語のノ、行音子音は匂 にさかのぼると 見られてし、る。 日本語は単に語頭におい

てのみならず語中においても， ハ行音子音は句にさかのぼると見られる(1)。 五t凸ーは

匂 it凸から出たものと見ることができる。 八重山群島の言語においてp itu， p 'itu とい

うが， この単語の語頭音はまさに非常に古い時代， おそらく奈良時代よりずっと古い

時代の日本語の状態を反映しているであろう。

他方， アノレタイ系言語について見ると， これらの言語が きわめて古い時代において

所有していたと思われる*p は， ツングース系諸言語の南グループ(ナナイ， ウルチ，

オロ ッ コ語) においてp として現われ， 南グノレープときわめて密接な関係をもっ満州

語においてf， 蒙古語の中のモングォル語にも部分的にfとして保存され， ツングー

ス語北クツレープ (エヴンキ， ラムート語) ではh として現われる。

チンギス汗当時の蒙古語ではh として保存され て い る が， 現代蒙古語では， ダグ

ーノレ語やアフガニスタンのモコ-Jレ語を のぞいて消えて いる。 トノレコ系諸語では最も

古い記録においても消滅してレる。 僅かの方 言に化石的にh が残っているようで あ

る。

日本語五töを比較的に考察するにあたり， 大切な1つの事実をのべて おかなければ

なら なし 、。 それ は， 日本語のコソ トノヨロモ乙類 の母 音 (それは便宜 的に o を以て表

わされるのが常 である)の 1部 (おそら〈量的に は最も大きい 1部 である)がツングー

ス ・満州語の!l (中舌のe でやや円底 的 音色 をおびる(2)) に対応していることである。

いま， その比較の例をかかげてみよう。 (以下， ツング一語* というのはツングー ス

基本語の再建形 である。)

*ömöく句me 満 州 諸eme 母

比較:蒙古語eme 婦人

(1) これに関す る比較資料は別の機会に取りあっかうζとにす る。
( 2  ) この点に ついては H.H. OO口口E. MaTepHa.nbI "0 co.n刀HCKOMy 1I3bIKy， JIe HHH­

rpa且. 1932， CTp. 8 5  lt照。 P. S chmidt. The Language of the Negidals.Lat vijas 
Augstskolas Raksti Acta Universitatis Latviensis. V. Ri{<a. 1923， p . 7に次のよ
うにのベ る。 “The greatest di伍culties are pr出回td by th直 very openり (Iike
the Englih vowels in: but， d田s ， blood )， whicn M. Castr長n writes with邑， A.
Czekanowski (Tungusisches W凸rterverzeichniss， Petersburg 1877 ) with 0 and 
Russian trave))ers ordinarily with a， but also with bl (Polish y)， 9 (e ) aud e 
( ye). 
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朝鮮語ËmËnim 母

ツングース語、mun 1 

比較:蒙古語emün-e 前方

ツングース語*t哩kËn 土台

ツングース語ホtËg号 坐る

エヴェンキ語t�gË一 座席

ツングース語*tË1Ë 真実な

ツングース語*kËtË 多量

ナ ナ イ 語XËs� 言葉

満 州 語xese 勅旨

k凸kï:daく*kËkËi -n-ta 非常に， ほんとうに エヴヱンキ語kËkËi 真なる

以上の例は第1音節の6く匂 を示すものであるが， これ らの例の中には第2音節の

6も句にさかのぼることを示すものもある。 また第1音節母音がo以外で， 第2音

節の母音が 凸 である場合， この凸 が匂にさかのぼることを示す例としては， ir凸(イ

ロ ・ セ， イロ・ ト，イロ ・ モなどのイロ)く*ilË とエヴェンキ語のilË ï人， 夫， 友」

との対応をあげることができょう。

かくて， 奈良時代の記録に見られ る五ω「人」は， *pitË にさかのぼると見ることが

できる。 私が第2次大戦中ベルリンにいた頃， N. POPPE教授に五t凸く*pit沿の形を示

したところ， 教授はただちにエヴェンキ語のhut宰「子供Jを比較に挙げられ た。 この

ことばはツングース諸語では次のような形をとっている。

エヴェンキ語 hut宰 ネギダノレ 語 xut� オロ ッ コ語 putt哩

ラムート語 hut オ ロ チ 語 xit� オノレ チ ャ語 piktË

ソ ロ ン 語 ut� ウ デ へ語 sit� ナ ナ イ 語 piktË

これ らの形から， 最古のツングース語形として匂ukt��匂ikt喧「子供Jを推定でき

る。 日本語も五t空く*pit哩く*piktË の発達語を考 えることができる。 2つの閉鎖音が語

中で連続した場合， 古代日本語は単子音にそれ を転化してしまったようである。 これ

については次の比較例参照。

日本語kataく任attaく*kalta ï片J

「半分J;

日本語wataく町at飽く町akta ï腸J (もともとはï(腹の中に)はいっているもの」の

意味をもっていたと推定される)=満州語baktakü ï内臓」。 この満州語はbakta-ï中

にはいるJ (容得) からつくられ た名詞で あり， エヴェンキ語のbatiく句akti一「中に

はL、るJ (容得)もこれ と同じ動詞であり， 更に文語蒙古語のbagtaーも同じ意味の動詞

で為る。 ポッベ教授はこの蒙古語を古代トルコ語bat- ï沈む」と同系と見ているい)。

更に， B.I1. l..{HHUHyC. CpaBHHTeHbHallゆOHeTHKa TyHrco-MaHb且lKypCKHX 1I3blKOB. 
JIeHHHrpaJl. 1949， CTp. 78妊. #照。
( 1) N. Poppe. Vergeichende Grammatik der altaischen Sprachen 

1960， S. 89. 
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ツングース語句alta ï片方J， 蒙古文語kaltagai

Wiesbaden ， 

*ömöく匂mu表， 面

常

床

登

殊
言

tököく*teke

tököく*tËge

töyöく*tË1Ë

k 凸töく*kete

kötöく権xete



従って， これら の点から 見て， 日 本語のヒ ト 自tö は原始日 本語で * p ikt <，;であった

可能性があり， 他方， 原始 ツングース語でも * p ik t <，;であった可能性が あり， 両者は，

日本・ ツン グース基本語の語形 匂ik t<，;を それぞれうけ ついだと見ることもできる ので

ある。 ただ意味の差， つまり一方では「人J を意味し ， 他方では「子供Jを意味する

のはど うしたわけか。 これに ついては最後 のと ころで取りあっかう ことにする。

音声面の発展の経路は次のように 概括できる。
日本・ ツン グース基本清形、ik t<，;(l)>p it t号(2)>pit<，;(3) > 五t<，;(・)> hit <，;> (5)> Sit <，;(6) 

* puk t <，;(7) >pu t t <，;(8) >*fu t <，;(9) > hu t <，;(10) > hu t(1 1) 

日本語は非常に 古 くは「人J (h om o sa p i ens ) を表わ す ことばとしてネ neく*na i を
ネ ナ エ

もっていた。宣長によると， r泥は， 男をも女をも尊む称なり， 其は名兄 の約りたる言

なるべし ， (あま男 女に わたる称なり ， 同く兄 ， 字を書 ど も ， 桑と云は男に隠れり， 思
ナ ネ イ ロ ネ スタネ

い混ふべから ず ， )那泥 伊呂泥( )， 宿禰な ど の泥も是なり. 又天津日子根ノ命其外

も， 某根てふ名の多かる ， 皆同じJ (12)とのべている 。宣長 の語 源解釈は正しいと怠わ

れないが「ネ」に 「 人J の意味のあることを指摘して いる点 は正し いと思う。 オト ・

ナの na は合成語において n eく*nai の 1 が 消滅した形であろう 。 林大氏は「名J (na ) 

が *na i r人」の省略形ではないと思うと述べら れた (13)。 ところで， 古代日 本語では
*na ir人」の勢力はすでに 衰えていて， ごく 少数 の単語や 人名， 合成語において余命を

かろうじてたも つか ， 転化した意味 (r名J)にお いて勢力を保って いたにすぎな かっ

た。 ツング ース基本語に 対 して， ソ連の婦人 ツング ース学者 ツイン ツィウス教授は，
「 人」を表わ す 単語の最も 古 い形として*na ira-*n iara を推定している(1')。 この惟定
は 将来， ツング ース語の研究 が 一層進めば， 多少変 更 をうける かも知れな いが ， 弘は

*na ira と 日本語の*na iとの関係は 否定でき な いと思う。

日 本語の n ー が ツング ース諮の n ーに 対 応することは 次の比較 例か ら結論できるで

あろう。

日 本 諮

問w i く町a bi大地 ( 地・居 )

nana < *nanan く*nadan 7 

nam i波

n 互da く*nam ta く*nam i- ta灘

ツングース諮

(南ツン グ ース) na 大地
nadan 7 

namu 大洋

n eく*n i!) 根 m!) 線

日本語は「子」を表わ す ことばとして k o (甲類のコ)を持っている 。 このこと ば が ，

もし琉球 語において存在 するならば， 日 本語。 =琉球 語 u とL、う対 応関係によって， ku 

( 1 ) この基本語形 はナナイ語， ウルチ語に保存され た。 ( 2 ) ， (3) は実証されてい
ない。 ( 4) 奈良時代の日本語は これに近い。 ( 5 ) オロチ語。 ( 6 ) ウデヘ語。 (7)， 
( 8) ， (9 ) は実証きれ ない。 (10) エヴェンキ語。 (11) ラムート (エヴェ ン誇)。
(1 2) 増補本居宣長全集， 1 6 5頁。
(13) 19 60年7月上旬， との御意見を私にのべら れた。
(1 4) ツインツィウス， 前掲， 28 5頁。
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として現われる筈である。しかるに， 琉球 語では日本語の k o に対応する単 語は kw a

として現わ れる。 こ の不規則な対応を説明するために. kwaは k o ra r子等」から発達
したも のであ ろ う と の推定が行なわ れ ている( k o ra > ku ra > ku a > kwa )。八重山群島 の

言語ではfã:として現われ， 宮良当壮矢は「コラの転」と述べられている的。 この語

源解釈は確実でないよ うである。 なるほど日本語のmaku ra r枕J.meku ra r盲人」は

琉球語でそ れ ぞれ. makwa， m ikwa となっている。他方， 日本語 のmu ra r村J， tsu ra 

g
「面」は，mu ra， cira として現われる。国立国語研究所 の上村幸雄氏 の御説 によ れ ば ，
「日本語のOに対応する琉球語 の u の後ろに立 つ r が消滅する確実な例は1 つもなL、」

と言う (2)0kwa く k o ra の証明は確実でな いI というこ とになる。 奄美大島でも「子」は
で kwa あるが， ここ の言 語では， メクラ「吉J，モリ「森J， トリ「烏J. ウ シロ「後
ろ」に対応する単 語にお いて母音問rが保存 されている。 従っ て. kwa が k o ra にさ
か のぼるとは， 奄美大島 の言 語に ついては言えない。 尤も， 琉球 語から の借用 語であ

忘
れ ば， 話は別であるが。 ところが， こ のよ うな重要な 基本単 語が借用 語である可能性

は 非常に 少ないで 為 ろ う 。
定竺

琉球語 の kwa r子」が k o ra r子等」にさか のぼ ることが確実でな けれ ば， 説明を 他

にも と める必要がおこる。 私は ， kwa く 本 kuã であると考 える。 原始日本語に性u ã
「子 」 とL、う 単 語があ って， そ れ が一方では琉球語 の kwa へ発達し，他方では日本語

の k o く叫がめへ発達した と見るこ とはできな いだろ うか。
ヤマトヲグナ

日本書紀， (景行紀 2年 3月 )に， 小碓尊の別名が日本重男 (烏具奈 )で あ った こと
キマトヲグナ""ト

が書かれている。 これに対応する古事記の個所には「倭 男具那命」とある。ヲグナはヲ
ヮ�.

(男)グナ (重 )であるこ とが， この両者 の書き 方から明らかであ ろう。宣長は. r重なる
ヲJコ ヲ グ ナ メノコ メ グ ナ

を ， 男子を家具那 ， 女子を売具那 と云しにや， ( . . • ) 具那は， 髪に図 れる称にて， 李
ナ .. � ナ

那章 の， 字那 と通ひて聞ゆJ と のべて いる向。
メ グ ナ

こ の語源解釈が無理な こ とは明白 と言うべきである。 また ， rメノコを売具那 と云し
にや 」 と述べているが， メグナという 形が全然記録に 見えない ことを指摘しておかな

けれ ばならな い。

烏具奈， 男具那lま w õguna と転写でき ， こ れ は また ， w o-n-kunaにさか のぼると見
るこ とができる向。 woは「男J r男 らしし、」の意で あ って kuna が「重」の意味を

2 0  

( 1 ) 宮良当壮， 八重山語 業， 東京， 1920年， 217頁。
( 2) 1961年7月上旬における上村氏の筆者への談話。
( 3 ) 本kõは単なる推定であるが， 古事記， 高津宮下巻に出てくる歌「ヤタノ ヒ

トモトスゲハ 古母多愛(子不十寺) ， タチカアレナム アクラ スガハラ…」の古
はko でなく， kõを表わしていたと 思う。 古代 日本籍には可なり多〈の長母音が
あ ったのではない かと私は思う 。

( 4  ) 宣長， 前掲， 1346頁。
( 5  ) 連濁の本質は， 原始 日本語 の属絡接辞 本n が， 後続子音を有声化した点にあ

る。 とれ に関しては， 拙稿， Ve rgl e ichende Be trach tun g d er K asus - Su 伍xe im  
Al tjap唱n is chen . STUDI A AL T AIC A. Fes tsch rif t  für NIKO L AU S POP PE， 
Wi esbad en， 19 5 7， S. 12 8  Í$照。



も つはずである。 kuna が合成 語でな いとは断言でき なし、かも 知 れなし、。 さきに 見たよ

うに na が 合成語に入る 例も見られるから(1オト ・ナJ)， この可能性を全然頭から
排除してか かることはでき ないであろう。(もし合成語とすれば ku に「小きい」の

意味があ ったのであ ろうか。 とれ は実証され ないととである。) 私は， む しろ， 前 記の
原始日本語の句 uã と kuna とを関係させて考察したL、0 ・kuã と kuna (おそら く，
・kunã ) とは同源にさか のぼるのではないか ， とす れば， 同源の形 はど う いう も のか。

私は ku拐をかかるも のとして推定する。(つま りz 匂U!) ã> kuã; *ku!) ã > kuã ) そ

して， これは， 原始ツングース語の「子 」 を表わ す 単 語句u!)亙と合致するのではな い
か。(エヴェ ンキ語 ku!) ã� ku!) ã-kãn ( (  -kãn は指小形接辞)) í子J， ウデヘ語kuanca
く*ku亙n・ear乳のみ子」多照。)

私の見解によれば， 日 本語 kは ツングース語の k に対 応する。

日 本 語
ka ta<*kal t a く*kal ta片

ka ta く*ka tan回

kö t凸 く*k�t �殊
kum a く*kum a熊

ku tu- 朽ちる

ツングース語
kal ta く 句 al ta片

(エヴェンキ濡) kat an く*ka tan図

k� t� く事k� t�多い

kum a く*kum a あざらし

(エヴェンキ語)ku t- 朽ちる

日 本語の u は ツンゲース語の uに対応する。

日本語 u= ツンクース語 u

uR uf - く*ul u- p- 潤う

tuR u く*t uru鶴

tuy a く* tuyan艶

sumê>-く*s um a- 統む
su we く本su w�末

yu く 吋 ul湯

ul a- 潤う

(エヴェンキ語) ul a- p- 同上

(エヴェンキ 諮) turuya鶴

(エヴェンキ語) tuyan (太陽の) 光

(エヴェンキ語) sumu- 指導する
su w�r 雪梢

(ラムー ト 語) dul-暖まる

(エヴェンキ語) dü l-暖める
ツングース語の母音問-!)ー について言えば， 北方ツングース語のすに 対して， 南 ­

グノレープでは通 例 -!) gー が対 応するが ， 少数 の語に ついて， -!) gー でな く， 0 (ゼロ)が

対応する。 さきにあ げた ツイン ツィウスは 次の 例 をあげている。

エヴェンキ語(北 ツングース語グ ノレープ) nu!) an彼

オ ロ チ諮 問 aN� nu!) aN

オロ ッ コ語 nÒlll 

ナ ナ イ語 n'o an i 

ウデ へ 語 nua 

オノレチ ャ語 nãn 

エヴェンキ語 se!) an�ce!) an rひげJ (淡水魚) ウデ へ 語 お孟

エヴェンキ語 ku!) ãkãn 子 ウデ へ 語 kuanc a 乳 のみ 子

エヴ ェンキ語 ta!)ü 数 ウデ へ 語 tau 数
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オロ ッ コ 語 tau n各々 tau- ni各々 tau n-算える， 読む

オノレ チャ語 tau- n各々 tau n- 読む

ナ ナ イ 語 t ao・m各々 t ao n-算える

こ の 場合 ， 第2音節母音 の長さが， ツングース 南クソレープにおける ・9・ の保存， 消

滅と 無 関係であることは 上記資料 からあ きらか である。
私 は，ツングース 諮北方グループの母音 聞の -!)ーが 一方 で は 南グ ノレ ープの -!)g- に対

応し ， 他方で は o (ゼロ) に対 応すると L、う 事実から ，ツングース 基本語に 対し て ，
-*!)g- と・匂ー とを設定すべきであると思う。 ( ツインツィウスはとの点について触れて

い ない 刊。 またベンツイングもこの点について何ら 触れ ないで， 北方グループの・9・が

南方グループで-!)g- として現われる場合とo ( ゼロ) となる場合との例を挙げるだ砂

で， との現象をい かに解す べきかについて述べていない向。)すなわち， 私の見解によ

れ ば，

( イ ) ・吋g・ 〉 北方 グループの ・9・

〉 南方グノレープの -!)g­

( ロ) -!)- > 北方グループの -!)-

〉 南方グノレープの o ( ゼロ)

ところで ( イ) の *-!)gー は古代日本語で もかかる も のとして為らわれるこ とは 次の

例 がこれを 示し ている。

ツングース ・満州諸*ma!)ga í 困難なJ=日本語 mäg aく *ma!)g a í 凶」

満州語 g e!)g i- y en í明るいJ =日本語 同g;:J く 乍 a!)g ï í 光 」
ツングース 満州語 句 mg a

( エヴヱンキ a m!) a í口， 穴 J， ナナイ a!)ga í ロJ =日本語 草:gO く *a!)g oく *amg a í 顎J

満州語形容詞接辞-!)ga (-ng e-!)go ) (3)=日本語 属格接辞・Ngaく *-!)g aく *- n-ka

若干の 場合 ， 吋， 匂g が n に発達し たと推定さ れる 場合 がある。
ana í 穴」 く *a nnaく *a!)ga (即ち， アゴ「顎」とアナ「穴」とは， もともと「ロ」を

意味することばかから 発達したダプレ ットであろう。)

ツングース語 、 i!)g en-内u!)g!'; n í乳房 」 は日本語タ ラ・ チネの チネt i ne として現わ

れるも のに対応 する であろう。
ツングース 北グループの ma!) i í 祖先の 霊 J， í大地の 霊」は 代日本語の mani í霊」

〈フト ・ 7ニの7ニ ) と 比較される。 将来， 日本語 ・ツングース語比較 研究 が 進めば .

どうL、う 条件のもと で !)，!)g が n となるかが明らかとなる であろう。
*ku!)亙 が 原始日本語の 段階において， 一方で は ku ã に， 他方で は ku naに発達し

2 2  

( 1) UHHUHyC， o p. c it.， CTp. 244 
( 2) ]. Benzi ng ，  Die Tungu sisc hen Sprac hen . V ersu ch 臼n er v ergl eich en den 

Gr ammatik ， W ies baden 1956 ， S .  37 

(3 ) 例 aga雨 ag a-!)g a s ar a雨が傘
er dem徳 er dem-!)ge n iy alma徳が人
boc o色 boc o-!)go n isix a色が魚 ( 金魚)



た ので はある まいか。

*kuã 及び*ku nã の 段階 は古代日本認に先行 する 段階 である。 琉球 語が 日本語から

分離したのは *kuã の 段階においてであるから， 奈良時代 以 前 という こ とに なる。 貌

志倭人伝に出てくる卑弥呼 ( 耶馬台国の女王。 AD.239 に裂の明帝 に使者を派遣した)
. メ ョ

が， 一般に信じら れ ている ように「姫・子 」 であるなら (或いはヒメ ・ ミコのメ ・ ミの
Ha pl ol og ieによって生じた形か?) ， 3 世紀 前半に 日本語で「子」 は k o か k ð とL、う

単 語で 表わさ れ ていたこ とに なるC í呼」の漢字音は当時xu oのようなものであったら

しく， ko 叉は kõ を表わしたとは 考えら れるか ku a- kuãを表わしたと考えら れな

い)。 とす れ ば， 現 在より1700 余 年 前 に は琉球 語は日本語から分離していたこ とに な

る。ちな みに， 服部四郎教授 は「京都方言と首里 方言とは， 今 から約1450年乃至1700

余 年 前に分離したこ ととなるJ<') と結論さ れ ， 伊波普猷氏 は「 日本建国(西暦1世紀 乃

至 3 世紀 以前に琉球人 は北九州から移住したと 推定さ れる」 となしているという(2)。
さて，ツン グース 活において， í子Jを表わ す 2つ の単 語句ik tË- *puktË と *ky!)ã

とは意味 上， ど の ようなちがし、があるであろうか。 パノレ グシン ・ツン グース( エヴェン
キ)語 研究資料 の 中で ， ポッペ は hutËく *put Ëく puk tËに 対 し ， í子供J (且HT H )，ku!)ã ­

kã n に 対 して 「幼な子J (pe 6e HoK )の 訳を与えている向 。 ワシレ ー ウ ィ チ は エヴェンキ

語の hut Ëく *puktË に対し ， í幼な子， 子供 ，C所有接尾辞をともなえば ) 息子， 娘，
孫J (pe 6ëHoK ， IIHTH， CblH ， 110可b， BHYK) ， ku!)ã -kã n に対し「幼な子 J (pe6在日OK)の訳を

与えている(旬 。 ベンツイングは ラムート 語の hutく 町ut Ëく *pukt Ëに 対し ， í子供J í;息

子， 娘J ( K ind， Sohn， T och te r)， k U !)ã に 対し 「子供J (K ind ) の 訳を与えている判 。 シ

ュミ ット はネギダノレ語の hutö く *puk tË に対し “a child， a s on "， また k ong axa nく

司王u!)ãkã n に対し “a b oy " の 訳を与えている例 。 シュネイデノレはウデへ語 の s itËく

刊it 号く *p ikt� に対し「子供， 幼 な子 ， 息子 ， 娘 J (且HTH， pe 6e HoK， CblH， 1I0Qb)， kua nea 

*p ikt�- *pukt� *ku !)ã 

ポッペ(パノレグジン ・ ツングース) 子供 幼 な子
ワシレ ー ウ ィ チ ( エ ヴ ェ ン キ) 幼 な子， 子供， 息子， 娘 ， 孫 幼な子
ベ ンツイン グ( ラ ム ー ト) 子供 ， 息子， 娘 子供

シ ュ ミ ッ ト(ネ ギ ダ ノレ) 子供， 息子 少年
シュネイデ ノレ( ウ ア へ) 子供， 幼 な子， 息子， 娘 乳 の み子

(1) 服部四郎， 言語学の方法， 東京， 1961年， 560頁。
( 2 ) 向上， 560頁における引用 による。 原文は伊波普猷「沖縄歴史物語 J， 21頁。
( 3) H.H. 口onnE. MaTepHaJlbl 且J1H HCCJle且OBaHHH TyHryccKoro H3b1Ka， JIeHHHrpa且，
19 27， CTp. 59， 48. 

( 4 ) I.M. BaCHJleBI円 3BeHKHiícKO・pyCCKH員CJlOBapb. MocKBa 1958， CTp. 50 1， 2 2 0. 
( 5) 1. Benz ing . La mu tische Gra mmat ik. W ie sbaden 1955. S. 195， 209. 

( 6 )  P. Schmidt. The La nguag e of the Neg idals. R iga， 1923， P. 19 ， 23 
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日本語 の比較研究から

く*ku !Jã- nc a に対し「乳 の み子J (rpy且HO括pe 6e HOK) の 訳を与えているο)。

以上を表にして見 ると上 の ようになる。
こ れ ら の対 比 から ， 原始ツングース語における 匂ikt� -*pukt� と *ku!)ã との意味

の差を明瞭に理解することは できなし、。 前 者は「子供一 般 」 で後 者は「 男 の子 」を意味

したも のか， それとも 前 者が「やや 長じ た子供 」 で後 者 が「幼L、子供」 な のか， そ れ
とも その他 の区別があ ったのか， こ れら の点ははっきりしたこ とが 言え そうもなし、。
しかし ， 日本語の対応 語と それらを対 比して見て， 何 か のヒン トが得られ なL、か どう

カ当。

ツンクース語 日 本 語

( 1 )  *nair a -*n iar a r人」・ ・ー・ ー ・ ….....・一事 na i r人」
( 2 ) 句 ikt � -匂ukt 宰「子」 … . . " . . ，  • • • • • • • •  .*pikt� r人」
(3) 句u!)ã r子J . . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ e ・ ・0・0・ku ã -ku nã r子」
日本 語で「人」を表 わ す 単 語が 2つあ る のに対し ， ツンクースはlつ。 日本語では

「子」を表 わす 単 語が1つ であ る のに対し，ツングースでは 2つ。 こ れを ど う解釈 する

か。 私は日本 ・ツングース基 本語に対し ， 次の ような意味区別を設けたなら， 上 記の

不合致が 説明される のではないかと思う。

日本・ツンクース基本語

( 1) *na ira -・ n iar a r人」

( 2  ) 叩kt� -・pukt� r 長じ た子供」

(3) 匂u!) ã r幼レ子供」

(1)はツングース語において保 存され ， 他 方， 古代日本語では勢力を失っている。

(. 2)はツングース語では (3)との意味上 の区別がほとん ど消え， 他方， 古代日本

語では「人 」 の意味を獲得し終っている。 古代日本語では *na i の勢力失ついの過程と

*pikt �>fìt凸 が「人 」とL、う意味を獲得した過程とは並 行している。

(3 )はツングース語において (2)とほとん ど怠味上 の区別が 無 くなり， 他 方， 日
本語では ( 2 )が「人 J の意味を獲得した ので， (3)は「子供 一般J とL寸意味を獲

得 するに 至った。
* 4降 * 

以上 の所論 の中 で ， r日本・ツングース基本語」な どとし、う用 語をいきなり持ち出し
てあ る ので ， 驚かれる読 者 もあり， 論理が飛躍していなし、かと疑われる 方 も々あ る で

あろう。しかし ， 以下つづく論 考 でさ まざ まな 方面から， 私は「日本・ツングース基

本語」 の概念を明らかにして行ぎたL 、と思っている。
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( 1) E.P. lllHe首且ep. Kpa T KHH YlJ.9員CKO- pyCCK目前CJIOBapb. M.-J1. 193 6， CTp. 66， 46， 



( 2 ) 

日本語 はア /レタイ系言 語のうちで ， ツンクース・満州諸グループ ともっとも近い「 親
族関係 」をもっ と 見 られる。 し かし， こ のこ とは， 日本語がモンゴル語や トルコ語 と

も関係をも つことを排除 するも ので ないこ とは言う ま で もなし、。 日本語にはツングー

ス ・満州;語 とだけ でなく ， モンゴノレliRやト ルコ語とも共通 の要素が 少 な くないのであ

り ， それらは必ら ずし も借用的要素 とは見られ ない。 かりに借用的要素 で あ ったとし
ても， きわめて古い言 語発達 段階にお いて借用され た も のであると推定される。 それ

らはアルタイ的中核要素 と呼ぶこ とが できる。

い ま 日本語 の イ ロ 「色」をと っ て説明し よ う。 万葉仮名 で は伊呂 と表 わされる から

1f0 で はなく1r o と転写される。「色， 顔色」が基本的 意味 であろう。
奈良時代には音節 e と y e とは区別されたが 1 と y i とは区別されていなし、。 ヤ行

音は ya，y e， y o， y o， yu だけ区別されている。 奈良時代 以前にはy 1 と L、う音節があ
ったが， (丁度，y eが平安朝初期ま で保存され後に e と合流したように) i と合流 した

と推定される。 この推定を可能にする事実をあげ よ う。 yuk- 1"行く」 の V ar ia nt e と
して ik ーがあるが， これ はy ik- にさか のぼる( yuk-� y ik- ) oyu m a�im aくy im a 1"夢」
も 同 じ 。JE中にお いても， ka i， kayi 1"擢」をあげるこ とが できる。 後者はト ルコ語方言

の kayïk 1"擢 J 1"小舟」と 比較 でき， 非常に古い借用 語かも 知 れ な い。

イロは *y ir ö にさか のぼると考えることができる。

日本語 の 第1音節 の i は 少 なく とも 2つの起源を持つ よう である。 l方 では:は本u

tこさかのぼ る。 例えば

inuく * inu 犬

mö t1く in �t- i生命

五tö く *p ikt �人
sik �く *sigu i茂

slmoく匂1m o霜

slruく、i lu汁

sln<寧 sili {去

ltuく町tu 威光

ツングース基本語4<ina犬

ツンクース基 本語町n �- [1をすごす
エヴェンキ m�t- 生きる

ツングース基本語 句 ikt �子供

γングース基 本語 Slg U l茂

モンコツレ語 sigu i茂

ツングース話 事xima雪

ツシクース基本語、il�肉汁

モン コソレ語
エウ、‘ェンキ

モン コソレ話

silün肉汁

sil 後頭

sil i 後頭

�tツングース譜 ホitu n 法 ， 権力

更 に， 円本語 の第l音節の1 (ま刊にさかのぼることは次 の比較資料 から惟定され

る。

t iく * tü 千 モンコツレ 語 tü menく *tü- m en万
トルコ諮 tü menく *tü- m e n 万
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mituく掌mütü・ く*bütü・ 充 モンゴ ノレ語 bütü- 充ちる

büt- 充たす

bü-在 る

トルコ語
Wlく*b i-く*bü-居 モンゴル語

IIIく*nü く*nüg荷
fir凸く* pül�広

ツング ース基本語 bi-く刊u-存ーる

トルコ語 yügく*nüg荷

中期 モンコツレ諮(13世紀)
hül e'ITく* pül egIT íあり余 るほどの」

tineく内inn� く*tünn� 乳(タラ・チネ のチネ )

ツング ース基本語 *tüDg en 乳

mituく*mütü才能 満 州 語 muten<内ni而n才能

私は日本語のmi í水Jとツングース基本語mü í水」と の関係も *mu>mi >miと

*mu>müと ではなし、か と思う 。

以上のこと か ら， ir ö く行irö に対して， 更 に 古い 形として *yür凸 を 推定 できるので

ある。 更 に ， 前 にも 説いた ように ， 日本語 乙類オ列音母 音 の 1部 は 句 にさか のぼ るか

ら ， 私は イロ「 色」 の最古の形として 行ur� を 再構成できるとおも う。
ま た， 日本語はアノレ タイ基本語がも っ ていた語 頭の 吋ーをyーに 変じて いるこ とは

次の 資料 の示す通りで ある。

yo ( 甲類 )く旬。 夜
yö ( 乙類 )く* d ö 4 

yöt凸く* d� tt"淀

yuく吋ul 湯

ツング ース基 本語 句olbo夜

ツング ース基 本語 吋 凸gi n 4 
モンコソレ語 d örben 4 

d ö己in 40 

ツンクース基 本語 * d!;t u沼沢

ツング ース・ ラム ー卜語 dul-暖くなる
モンコール語

中期トノレ コ語

dul agan暖い
yïlïq暖い

今後の研究 は この比較 例 の数を 増大するであろう 。

日本語の 流音に つ いて言えば ， 奈良時代に l と r とが区別され ていた ことを 示す 明
確な根拠 はなL、。 当時の 日 本語の 流音を R を 以 て表現するな らば，R の 一部 は 11に，
一部 は r に さか のぼることは 次の比較 資料に よ っ て示される。
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Rく*1

yuRiくホjuli将来 ツンク ース基本語jule 将来
-yuri< *- du -li 通過格接尾辞 ツングース基本語 - duli く*du-lï 通過格接尾辞
siRi く*sili 後

siRuく silu汁

uRuf-く*ul- u- p潤ふ

エヴェンキ 語
モンコツレ語

sil後頭

sili 後頭

ツングース 基 本語 sil!;肉 汁
モンコツレ語 silün肉 汁

ツング ース 基 本語 .ul a-潤ふ

• 



モンコソレ語 所場た・つめ'しm
 

u
 

u
 

事くm
 

u
 

u
 

五R ö く*pül Ë広 中期モンコ‘ル語 hül e'üく句ül egu

満 州 語

あり余 る ほどの

fulu 余 っ た

R く本 r
kiR- く匂lr・ 切 る ツングース基 本語 gir- 切 る

turuく*turu鶴 エヴヱンキ語 turuya鶴

古代ト ルコ語 turulJ aya鶴

uR aく*ur a裏 満 州 語 ur a脅

そ こで ， 日 本語 ir ö í 色」 は 行ir ö く行urËく吋ur Ë ま でさ かのぼり得る。

モンゴ ル語 düri í 外観 ， 外形」は ， RAMSTEDT仰およ びPOPPE仰 によっ て， トル

コ語yüz í顔」 と 比較さ れ て い る。 これは 正 当な 比較 である。 な ぜな ら ，後者は 吋ur

にさか のぼ り ， これは 更 に *dür Ë にさかのぼる可能性があるか ら。

更 にモンゴノレ語の düri í 外形」は 上記両学者 によ っ て 満州語の durun í 型J ， および

ナ ナ イ語 durun í 外形J と 比較さ れ て い る。 一般 にツングース語では u は 存在 せず，

刊 は 大抵の 場合 に u に 発達したと 見 られ て い る 例。 従っ て， durun は *dürün にさ

か のぼ ると 見ること が できる。 ラムステットは 更 に「 朝鮮語語源研究J(1 44頁)にお

い て ， 朝鮮語のm吾 nduriくmAin turi í形， 型， 外観」を 上記の語と 同源と 見て い る 。

わ れ わ れは ， これ らのもろもろの語 形か ら， 次の基 本形を 推定できるであろう 。
吋ürË í 外形」 そして ， これ か ら 次のような 発達が考え られる 。

>d泊ri (モンゴノレ語)
〉吋 üri>turi (朝鮮語)

>*dür>yür>ÿuz (ト ルコ語)
>*yürË>yirË>ir ö  (日 本語)

〉吋 ürü>durun (満州語， ナナイ語)
ト ルコ語yüz í顔」 と 日 本語 ir ö í色」 と の比較は余りにとっぴょうしのように 見え

るであろう 。 しか し ，ト ルコ語-z と 日本語 ーrー と の対応を 示す適例 がある。
kaRi く傘kari雁 トJレコ語 kazく*karく句 an雁

k凸k凸R ö く*kökörË心 トノレコ語 köküzくk凸kü-z乳房

ただ しこの 場合 の・z は 隻数接尾辞である。 日 本語の・rふ
く*-r Ë も本来は 隻数接尾辞であ った可能性も考え られる 。

siRく本 sir- 知る
tiRi く*ti口座

古代ト ルコ 諮問zikく sez-i-k疑い
ト ルコ語 t oz塵

この例は母音 の相違から， 好例 とは 言えな い 。

( 1) G.]. RAMSTEDT. Einführung in di e Altai sche S pr achwi ssenschaft. I. Lantl ehr e， 
H el si nki 1 9 57， S. 1 49; Studi田 i n K or ean E tym ol ogy ， H el si nki 1 9 49 ， p. 1 44. 

( 2 )  N. N. POPFE. Verg lei chende Gr ammatik der Altai s chen S pr achen. Wi田b aden
19 60. S. 23， そ の他。
( 3) POPPE. OP. cit.， S. 110 
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( 3 ) 

日本語の語 頭に 立つ 鼻 音に つい て比較的に考察し て見た L、。 奈良時代 の日本 語が 語

頭に 持っ ていた 鼻 子音 m， 0は ， それ ぞれ *m ， 句にさ か のぼるのでは なL、か と 思

う 。 ここで *0はに つい てだけ ， Iドイツのきわめてすぐれた トルコ学者， ツングース

学者] . ベンツイングの 説との関係に お いて ふれ ておきた L、。彼に よれば ， ツングース

語は本来， 語 頭に l を 持っていた 。彼は ・1-の 存在 を 証明し ようとして 次の 4 例 をあ

げ る 。 ヨ

(1) m a.luhu 鍍なく 先端が ふくらん

だ矢

g 岳 � leke OIC. J 

o rok. lekke 

o ro c. lukï 

ne g d. luxi 

e w. lukï 

l am. nukï 

く叫 ökIT (ベンツインクによる基本語形)

(2) go. j 
52 1 iu gh 呑みこ む

m a. nungge n- 呑み下す

orok. nu!)b 号ー
o roc .  mmme­
udh. ni !)mlê-

501. ni !)号 -
ne g ・ � n im 前
e w. J V_ 

l am. nim!Jlê- -nimgi-

く *Iümgä - (ベンツイングによる基本語

形)

( 3) m a. l ukungge毛深し‘

go. l uku 

udh. lö go so大しか
ne g d. lo xoc o n-Iokuc o n  

e w. l ukucëo 

l am. nuke必ë n

〉本l ökü (ベンツインクによる基本語形)

( 4 ) ne g d. l am海

e w. l ãmu 

m a. \ 

go. I 
olc. I 

冒 ;namuor OK. I 

oroc. I 

udh. J 

く *I ãmu (ベンツインケによる基本語形)

以 上の 例は ]. BENZING， Die Tungu5 i s che n  Sprachen. Wi田b a de n 1955， S. 45か
ら取った例である。 ところで， ポッべによれば， ツングース語の1- は後続音節の *m

の前の 位置で *n から派生 したも のである い) 。

上記の 例 のうち， (2) と (4 ) とは日本語と も 密接な関係のある語である 。(2) は

古代 日本語の nom・ くnö!)m- r飲J (詮議「飲」万葉5)に対応し， (4) は 古代 日本語
n ami r波」に対応する。 いずれも， 日本語ではn・に始まっている。(2 )に つい て言

m a.=満洲語 o rok.= オロッコ語
go. =ゴルディ= ナ ナ イ語 oroc .  =オロチ語
。I c.=オルチャ語 ne g d.= ネギダノレ語

sol. =ソロン語

( 1 ) N. POPPE， 前記， 73頁。
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e w. =エヴェンキ語
lam.=ラムート籍(エヴェン語)
udh.=ウデヘ語



えば， ツングース・満州語はアノレタイ基本語の句を保存して いないこと， 日本語は

アノレタイ基本語の句を保存している点から見て， 古代日本語の形が基本語 形に近い

と見ることができょう。 また(4)について言えば， ネギダノレ語， エヴヱンキ語ほか

は全部 n- に始まっているところから見て， この形が基本語形に近いと見られる。( 4)

については次のことを書きそえておぎたし、。 今年の夏， 西ドイツのゲッチンゲン大学

で第 15回東洋学者会議のあった折，筆者は高麗大学の言語学者， 李基文助教授と相知

る機会を持った。 李氏はアノレタイ比較言語学をポァペ教授に学び ， 中期朝鮮語および

古代朝鮮語の研究をされて おられるとし寸。 氏は高句麗の言語で「海Jが naml であ

ることを示す材料として ， 三国史記高句麗地理志から「爆池県本高麗内米県景徳王改

名今海県J とし、う記事を記憶から紙に書いて私に示し， 1内米J namiが「海」に当る

ことを教えられた。 これは非常に興味のある事実である。

ツングース基本語 句ãm u海

高句麗語 naml 海

日 本 語 naml 波(比較 nãdaく*nam-t aく*nami-t a灘)

高句麗語の namlは意味においてツングース語に合致し ， 語形は日本語と合致して

いる。高句麗語の namlは， まさにツンクース語と日本語と の中関節を形成している

ということができる。 新村出博士は「国語及び朝鮮語の数詞について」の中で， 高句

麗の地名「難隠別J=I七重県」から「難隠j(ナヌン)=1七J(ナナ) の関係を推定され

たが， おそらく， 1難隠」はnananを表わし， これまた ， ツングース基本語*nadanと

日本語 nana との中間節を形成すると思う(nadan>nanan >nana)。

更に李基文氏は高句麗語で「地」を na と言うことを私に指摘された。:これは， 南

ツングース誇語の na 1地j，日本語の na 1地J(ナヰ「地・居J)と同一起源、の語であ

る。

李氏が私に高句麗の nami 1海j， na 1地」について教えられる前に， 私はドイツ東

洋学者会議アノレタイ部会において， ベンツイングの ようにツングース基本語に対して

語頭のl の存在を推定する説よりも， ポッペのようにそれを派生的と見る説の方が正

しい と思われることを日本語の nö!)m- 1飲むJ ， nami 1波」 をあげて説明したとき，

ケンブリッジ大学のアノレタイ言語学者シノ_，レ(SINOR)教授は， ツングース語のlー が

派生的であることを示す材料をあげて ， 私の立場を支持して下された。 ベンツイング

がこの会議に参加されなかったことを私は残念に思った。

この例が示すように ， アノレタイ比較言語学， とくに ツングース諸語比較研究は原始

日本語の解明に多くの光を投げると同時に， 逆に， 古代日本語の資料は原始ツンクー

ス語の解明に光を投げるであろう。

たとえば ， ベンツイングは， 満州語duin14 jとエヴヱンキ語diginから， ツング

ース 基本訴に対して吋üginを推定する。 しかるに， 日本語yoく吋ö 1 4  J， モンコソレ

語の d凸rbe n14 j， トノレコ語のt ört 14 Jは， 吋üginとし、う推定形の正しさをうたが

わせる。 丁度， ベンツイングが ，満州語のnu!)ge- I呑み下す」とエヴェンキ語のni!)g!';-
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日本語 の比較研究か ら

か ら*lümgä- を 推定したが古代 日本語の n ö!)m - í飲むJ ( 未然形は， 万葉では「 能麻J

no !)ma， 連用形は「能鴻J nö!)m iの形で， ただし連体形は「 乃牟J n凸m uの形で出てい

る。 「 能Jnö!) の形は古形をったえると思う。 )が この推定の正しさを疑わせるのと 同じ

である。 お そ らく， ベンツイングは 満州語の h uh un í乳」と エヴェンキ語の uk un

「乳」か ら，ツングース基 本語に対して， *k uk un を 推定するであろう が， モンコツレ語
の kök ün í乳J， トルコ諾の köküz í宇Lj， 日本語の kökörö í心」か ら，ツングース基

本語に対しても怜ök ün を 推定 すべき ではある まいか。

私は， 今後， ア ノレ タイ諸言 語の比較研究と 古代 日本語の研究と の結合 か ら， 興味;i_，

る事実が つぎつぎにあ き らかにさ れ て行 くで あろうと 思う 。 いわゆる特殊仮名遣い の

研究 の行き ず まりを 打開する道が， アルタイ学の方面か ら 見 つけ られ て行 くであろ う
と思う 。

最後に， 私の貧弱な国語 学知識をいつも快〈補正して下さる国立国語 研究所林大氏

に感謝の意を表明したい。

ー一一順天堂大学教授一一一
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